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= 2 つ(
2
+ 2 つに 2つ( ー 2 ー ( 4つに つく- 4)( - 1 ) - ( K ) の

= - 2つに +3 つ( -1
-_-/

計算 で 符号
チェック し忘れない。

1 ~順に 代入

✗ は 24の約数 となるので しても 良い が

1、 2.3.4.6 、
8.12.24 の 8進、

他の 問是夏 に
対応 できない
ので 約姜文で
考えよう b

もう 1つの解 を d とする と 、 つ(Tax - l = 0 は 、

因数分解 する と ( x - 2 ) (っし - t ) = 0 となる 。

っし こ ( 2 t t ) の( t 2d = 0

係数比較 し て {
一 ( 2な ) = 9 . . . ①

22=-1 . . . ②
② より の = 水 = - I
→

二次方程式 の 解 が t
、 P である とき

( つし ー の ) ( っし- P ) = 0 と 因数分解 できる 。



外角 の性質 より

LE と CB の私コ と

LA と < D の和 が 図の位置 に 。
LTD <Et<B

p
i. 1つ の 三角形 の 内角の和になるので

②

woyyy < A + < D

1 1

6 6

口
6 ノ で

6 1

= 死に体 - 6 × 6

( 円 の 本 )
= 9た-18--4

① 和 の 変さ或は 2 以上 12以下

② 和 が 4 の倍数 なの で 4.8.12 の 3通り

2個 の 出目 を ( a . b ) とする と 、

( q ,
b ) = ( 1

, 3 ) ( 2 ,
2 ) ( 3 、 I )

= ( 2 .
6 ) ( 3 . 5 ) ( 4 .

4 ) ( 5 、 3 ) ( 6 、 2 )
9

テ
=

平
|

= ( 6 . 6 ) Anh
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⑤ ⑤⑤
たたい

△ 色 を区別 して
、

〇〇 図 に 表 をうる
⑤ 1③④ 2個同時

い) R党 B忠 の 5通り
→

(2) R 、 TR 2 O R2 - R30 R 3 - BI

加 髕 や ・|シ ; W
132 W BIや

W

B 2 - W

左の木封形図 から全 15 通り
3

概当は ○ の 3 通り あるの で
は
ここ

→

(3) ( 2 ) の 木封形 図 の うち で チェック する と 、

1 1
1 1 通り な
→
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①

②

い) ⑧がnnnneiw -03に土、

3 cm が n枚 1Cm の剣

(2)

、
0- 30cm以下 で 5Cm で切っても

fhnyynlw 余り が 同じなので

5 cm が 枚 1cm の剣 ( 3 と5の 最小公倍数 15 の

倍数 ) + 1 cm

i. 15 + 1 = 1 6 cm
→

問題文
(3) ① より 先 tg = 1

文字が分母に
1 6 80 26 13③ より
T

+

T
= 2

.
6 =

E
=

F
ある 場合 、

が × j = Y
※+Y = 1 1 6 1 6

の ように おい て| 前※ j 天が ない、

とおくと 考える b

X -15Y = 1{ 25×+54=13 より たき なので
っに 32
ーー✗
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(1) A 、 B は y = つけ8 上 の 点 なので

A ( -4.4 ) B ( 8,16 ) と なる 。

y = A )に上 の 点 でもある ので

( -4.4 ) を 代入 し 4=9×16

a = も
→

8
,

B
(2) C

A i
i 、

A '
'
4合 8 A

A B の式 は 、 y = x +8 なので C ( 0 .
8 )

。

△ 0AB を 等積変形し 、

△ 0 AB = △ A
'

B
'

C

= AB
'
× OC × I

= 1 2 × 8 × I =
/



は軸上 の 点 D が 、
OC : CD

= 4 i 3 となる ように とる と
、

C ( 0 . 8 ) なので D ( 0
.
2 )

C

・ R
・ D を通り AB に平行な直線

譚ヽ と 放物線 との 2つの 交点
D ( 0 . 2 )

R PI
,
B が 求める座木票 となる。

f 理由

・
Pz △DAB を 等積変形 する とし , D

面積が 等しい こと がわかる 。 )
R

④ D の式 を 求める 。

D ( 0 .
2) を 通り

、
傾きは AB に 等しい ので は つけ2

R
、
P2 の座標 は { 牡 本(

2

y = x + 2
を解くと求まる 。

斗が 一つ( t 2

つ(
2
= 4水 +8

と 任 " Pの 7(座標は

21連
つに4つ(-8 = 0

- 4 × 1 × に8 )

x =
4±

→
1 3囮 4

= 4導 =

4等 = 2±2B
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(1) △ EBC の 内角 の 和 = 1 80° より

20+(60+80) t < AEC = 1 80
°

くがにく =200--24

(2) @ 20
° い 200 ( 1) より

,I
iTY ③ 20

°

② 150°
① 28

① 問題文 より く BCF = 20
°

② < ABC = < AEC = 20
°

より

△ CBE は CB = C E の 二等辺三角形

③ < GCE = < A CD - < ACG
= 802600 = 20

°

= L BCF CD )

④ < EA G = < EA C - < GAC = 80°-600=200

-☐続き



④ 20
°

に 20
° ( 1) より

,Y × ⑤ パ

1 1 Ty こ
③ 20

°

② 150°
① 28

③
、
④ より △ AGE 三 △ C.GE なので

〈GEC = < GE A = 20 ÷ 2 = 1 0 ° . . . ⑤

以上 ① 、 ③ 、
③

. ⑤ より

1 糸且の 辺 と その 両端 の 角 が それぞれ 等しいの で

△ FBC 三 △ GEC
・

3_yeyf.pt
i 、

158 20
°

CF = CG = A C ( △ ACG は正三角形 と (2 ) より ) . . . ①
( < CFD = < CD F = 3 0のCF = CD

。 f
い ②

△ CBFの 外角の性質 △ BDE の 外角 の性質
D. ② より

CF = CA = (G = CD で C を 中心 と した 半径 C 下の 円が描ける 。

A
< A CF は 玉 の 中心 角 で 40

°

F
•

"'" D < FCA は 玉 の 円周 角 なので 40÷ 2

C
= 20

°

→
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(1)

(ア) A

5
-、 上の 円錐 の体積
3

= 天×42 × 3 × j = 16 た
B
/Fjitl

下 の 円柱 の体積
3 3

い、
-_- /ーーーーー、

二 大 × 42× 3 = 48 た

4 16た +48た = 64た

(イ) Ainrasheghhs 大きい 円柱 の体積

6 B く = 大 × 42× 6 = 96た

3
小さい 円柱 の体積

D
'

Tjjihl = 兀 × 32×4× j = 1 2大

96 た -12た = 84た

様々な図形 を かき 以上より 大きい (イ ) の

表せる ように して 体積 は巡り
おこう b



_
4× 2 ×兀

、
、(ア) A

5
一、

-

5

3 ① 1 十 ②
,

3

B
、 平 犬

-

-_- 、

4 × 2×大 ③ /T3 3 4

diinii ※ 太線 (赤 ) の 長さは等しい 。

4

(イ) AFi 4× 2 ×大 _、
-

5
6 B 名 。 」 t ④ 6

D いたこ t

③「 T
4

① = 大 × 52×
2"藏「

= 20大

i. (ア) = 2 0 元 t ( 3 ×4× 2×兀 ) t た × 4
2
= (20+24+16) た

① ② ③ = 60た

(イ) = 20 た t ( 6 ×4×2×兀 ) t た × 42
= (20+48+16) た

① ④ ③ = 84た

以上より 表面積 が大きいのは
、
(イ) で坐り

「

差を求め なさい 」 という問題 なら

図も かかずに 側面積の差 でおしまい です !


